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　去る令和４年11月11日（金）、秋田市のあきた芸術
劇場ミルハス大ホールにおいて、東北地方更生保護
委員会委員長ほか多数のご来賓、役員のご臨席のも
と、東北管内の更生保護関係者約1000人の参加を
得て、第31回東北地方更生保護大会/第55回秋田
県更生保護大会がコロナ感染対策を取りつつ厳粛か
つ盛大に開催されました。
　当日は、快晴に恵まれ、東北各県からバスや自家用
車で続 と々会場前に到着し、９月に開館したばかりの
秋田杉の香りのする立派な建物に見入っておりました。
　記念の講演では、秋田工業高等専門学校准教授・
工学博士増田周平氏が「水の再生と循環の物語〜下
水再生水を活用した米づくり〜」と題しましてご講演い
ただきました。
　その後、秋田県保護司会連合会新野建臣会長か
ら開催の辞が告げられ、黙祷・国家の斉唱（心の中で
の斉唱）を行いました。
　疋田正應東北地方保護司連盟会長からの式辞、
続いて主催者を代表して杉山多恵東北地方更生保
護委員会委員長からのあいさつがありました。
　続いて、東北管内の更生保護事業にご功績のあっ
た方々の顕彰を行い、受彰者を代表して男鹿地区保
護司会佐藤晴一保護司から謝辞があり、その後、ご来
賓を代表して秋田県知事佐竹敬久様からご祝辞を頂

きました。引き続き、大会宣言案を大会役員の今野幸
悦氏から発表があり、拍手をもって賛同され、本大会宣
言として採択され、令和７年次期開催県青森県保護司
会連合会天内修会長からの挨拶があり、東北地方保
護司連盟副会長佐藤俊道様から閉会の辞が述べら
れ、終わりに更生保護法人東北地方更生保護協会三
井精一理事長のご発声により、今後ますますの更生保
護の発展を祈念し、声高らかに万歳三唱を行いました。
　今大会は、コロナ禍での開催ということもあり、会場に
お越し頂けない更生保護関係者に向けて東北管内
各地区更生保護サポートセンターにズーム配信、ユー
チュブ配信も行い、本大会は無事に盛会裏に終了し
ました。会場の準備作業は前日から東北地方更生保
護委員会の皆様にもお手伝い頂き感謝申し上げます。
また、お手伝い頂きました秋田地区、男鹿地区、潟上
湖東地区、本荘地区保護司会、秋田地区更生保護
女性会、臨港地区更生保護女性会の皆様には厚くお
礼申し上げます。
　当日は、県外の皆様へのおもてなしといたしまして秋
田の名産品（地酒・秋田銘菓、県雇用主会長の手焼
きせんべい等）を販売しました。
　なお、大会当日の写真はフェイスブックに掲載してお
ります。

第31回東北地方更生保護大会　　第55回秋田県更生保護大会特集第31回東北地方更生保護大会　　第55回秋田県更生保護大会特集

会場前看板

会場入り口

増田周平講師によるご講演

ホゴちゃんお出迎え

R4.11.11
「あきた芸術劇場ミルハス」
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第31回東北地方更生保護大会　　第55回秋田県更生保護大会特集第31回東北地方更生保護大会　　第55回秋田県更生保護大会特集

開始直前会場内

齊藤県更女会長からの伝達

杉山委員長のご挨拶

次期開催県
（青森の天内会長からご挨拶）

新野建臣県保連会長による開会の辞

佐竹秋田県知事祝辞

法務大臣表彰の方々

大会資料

令和5年11月20日㈪
あきた芸術劇場「ミルハス・中ホール」

で開催予定です。

第56回秋田県更生保護大会
お知らせ

当日は東北管内サポートセン
ターへズーム・ユーチューブ
配信しました。

大会の様子は、YouTubeに
て限定公開しております。
記録として録画いたしまし
たのでご覧ください。
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受彰者・参加者・スタッフの声受彰者・参加者・スタッフの声 〜
第
〜
第
3131
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東
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地
方
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保
護
大
会
特
集
と
し
て
〜
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東
北
地
方
更
生
保
護
大
会
特
集
と
し
て
〜

「受彰者（法務大臣表彰／謝辞）として」
　この度は法務大臣表彰の受賞、さらには
受賞者代表としての謝辞、誠の栄誉をいた
だきました。保護司になり、教諭退任後に事
務局長となり、地区会員に助けられながら、
ここにたどり着いたと感謝しております。
これからも更生保護活動を、周囲の理解と
協力に寄りかかりながら、自分なりに続け
る気持ちを新たにしました。
� 男鹿地区保護司会　佐藤　晴一

受彰者を代表しての謝辞

秋田県知事感謝状の伝達

進行ばっちりでした

知事感謝状受賞に感激
　三年前仙台市で「次回は秋田で待っています」
と横幕を掲げてPRした第31回東北地区更生保
護大会・第55回秋田県更生保護大会ははじめ
てのミルハスで開催されました。
　大会では知事感謝状の代表受領の大役も無
事終えることができ、秋田県をはじめ、関係機関
との広がりを広め、「誰一人取り残さない」社会づ
くりのため、微力ではありますが寄与していきた
いとの思いを新たにしました。
� 北秋田地区保護司会　長岐　直介

　今年９月23日にグランドオープンして間も
ないあきた芸術劇場ミルハスにて開催されま
した本大会の司会を務めさせて頂きました。
　司会席から見える会場の景色は圧巻で、重厚
感に満ちていて、身の引き締まる思いでした。
　秋田保護観察所の方々が周到な準備をして
下さったお蔭で、私は貴重な経験をさせて頂き
ました。深く感謝申し上げます。
� 司会　石黒　かほる

　本年９月にグランドオープ
ンしたミルハスにおいて、20
年ぶりに秋田県で東北地方更
生保護大会が開催されること
となり、コロナ禍で人数制限
はありましたが盛大に開催す
ることができました。開催に
あたり、秋田県の更生保護関
係者の皆様から開催運営等に
多大な協力をいただき、お陰
様で大きなトラブル等もなく
終了いたしました。本当にあ
りがとうございました。
�秋田保護観察所　企画調整課長
� 松本　和之

第31回東北地方更生保護大会/第55回秋田県更生保護大
会に出席して
　本大会は、今年度賑々しくオープンしたあきた芸術劇場
「ミルハス」を会場に、令和４年11月11日に開催されました。
　私は役員として参加し、大きな緊張の中、大会宣言文を
読み上げました。
　大会はスムーズに進行し、開催地としての任務責任は果
たせたのかなと、安堵の気持ちです。
　東北各地から、遠路ご参会頂きま
した皆様方、大変有難度うございま
した。
　この大会が今後共、充実発展され
ますことを、ご祈念申し上げます。
� 秋田県保護司会連合会
� 副会長　今野　幸悦
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　バスは大小合計25台の乗り入れであった。帰りのラッシュ時のタイミ
ングもあり、はたして駐車場誘導警備計画の完了時間通りに終えるこ
とができるのかとても不安に駆られた。担当者の打ち合わせでは、ある
程度の範囲を動きまわりながら、定位置以外でもアドリブを入れ臨機
応変に対応することにした。
　最優先事項は何事もなくスムーズにである。任務は予定終了時刻前
に完了。大会の成功の中、安全で円滑に終えることができ、満たされた気
持ちで帰路につくバスの方々に皆で一礼をし、手を振った。
� 駐車場担当　常盤　誠

駐車場係のスタッフの皆さん

秋田のおみやげコーナーには長い列

記念品「秋田杉のペンケース」 感染対策も充分にとりました

スタッフ最終打合

　錦秋の中、東北各地や県内からおいでの皆様がモダンなミルハスに集いはじめると、再開を喜ぶ声などで彩られたロビー。私たちも心地よい緊張感に包まれながら精いっぱいおもてなしをした。記念すべき大会の受付は、胸にリボンを輝かせる方が増すにつれ、皆様の長年のご功績に頭を下げ、犯罪の無い社会を祈る場にもなっていた。�
本荘　畑山　玲子

　素晴らしい秋晴れの中、受彰者の皆様を御席まで

ご案内させていただきました。長年更生保護事業に

ご尽力され表彰される方々の晴れやかな御姿に敬意

を込めて務めさせていただきました。ミルハス１階

ホールでは、大会の大きな看板や更生保護マスコッ

ト「ホゴちゃん」と一緒に写真を撮ったり、大会らし

い賑やかさに溢れて嬉しい光景でした。

� 臨港地区更生保護女性会　小原　宥子

　お天気に恵まれそれだけでも成功した気持ちになりました。
　20年ぶりの秋田での開催に携われたことに感謝します。� スタッフK

サポセンから視聴して（Zoom配信）
ズーム配信を視聴しての感想
　増田准教授のご講演は、若者の柔軟な発想による研
究が伝えられ、農業県の秋田や東北にとってはとても
興味のある内容でした。
　表彰式・ご来賓の皆様からのご祝辞等々、更に場内
の雰囲気が伝わり、ズーム配信だけに身近に感じる事
ができました。
　あきた芸術劇場で初めての開催でしたが、主催者の
皆様・役員の方々の見事な運営により、厳粛に開催さ
れた事に感謝を申し上げます。
� 秋田地区　堀井　明美

会場前に続々と来る大型バス
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叙勲・藍綬褒章伝達式
（秋田保護観察所にて　2022.12.15）
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